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(論文内容の要旨)
機械翻訳の性能向上ほ,その機械翻訳が有する翻訳知識の質及び量が決め手とな

る.したがって,性能の良い機械翻訳を構築するためには,従来のような手作業で

の翻訳辞書の登録でなく,機械的又は半機械的に翻訳知識を構築できる技術及びそ

うして構築言れた知識を容易に追如･拡張できる機械翻訳技術が垂要となる.

本論文は,上記2点の技術課蓮について,対訳ｺ-ﾊﾟｽからの翻訳知識の獲得技

術及びﾊﾟﾀ-ﾝﾍﾞ-ｽ機械翻訳技術を用いた解決方法を論じる.

第-の提案は,素性の扱いが柔軟なﾊﾟﾀ-ﾝべ-ｽ機械翻訳ｼｽﾃﾑの提案であ

る.従来のﾊﾟﾀ-ﾝﾍﾞ-ｽ機械翻訳は,翻訳窺則の記述に多くの制限があり人間の

手が入れにくく,翻訳結巣のﾁｭ-ﾆﾝｸﾞが難しいという課題があった.我々が握案

するﾊﾟﾀ-ﾝﾍﾞ-ｽ機械翻訳は,そこで扱う全ての翻訳知識を人間が理解し易いﾊﾟ

ﾀ-ﾝの形式で表す.ﾊﾟﾀ-ﾝは人間自ら作成することもできる.また,対訳ｺ-

ﾊﾟｽを周いて機械的に作成することもできる.

第二は,上記のﾊﾟﾀ-ﾝﾍﾞ-ｽ機械翻訳で利周される翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝの自勤抽出方

法の提案である.文対応済みの対訳ｺ-ﾊﾟｽにおいて,共起する原言語と目的言語

の単語列を対応付けることにより,翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを自動的に抽出する.統計的な手

法によって単語列組の対応関係の強さを計算し,対応関係が強いと認められた単語

列組から傾に抽出する.出現回数による閥値を設定し,その値を徐々に下げながら

計欝対象を増やしていく方法を採ることにより,単語列の組み合わせ爆発を抑える

ことができ,高精度で翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出することができる.

第三の握案でほ,第二の握案手法をﾍﾞ-ｽにして,対訳辞書,及び,対訳ｺ-ﾊﾟ

ｽ申の文の構文惜報を利用して,翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを獲得する.本方法では,実用化に

配慮して,人間が効率良く抽出結果を確認する手法も導入する.第三の手法軌第

二の授案手法に比べて,より高精度,高いｶﾊﾞﾚｯｼﾞで翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出するこ

とができる.

上記のこつの手法を用いることにより,連続単語列からなる専門用語や慣用表現

に問する翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを獲得することができる.しかし,より複雑な翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝ,

例えば,連続単語列内に変化部が存在する翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝや,訳語選択のための翻訳

親則等を獲得することはできない.そこで最後に,統計的手法と構造照合手法を利

周した翻訳規則の自動獲得方法を握案する.構造照合手法とは,対訳文間を依存構

造ﾚﾍﾞﾙで対応付けるための手法である.

上記の四つの技術の融合により,翻訳知識獲得機能を有する実用的な機械翻訳ｼ

ｽﾃﾑの構築が可能となる.



(論文審査結巣の要旨)

平成16年10月26日に開催した公聴会の結果を参考に平成16年11月26日に本博

士論文の審査を行った,以下のとおり,本博士論文は,提案者が独立した研究者と

して研究活動を続けていくための十分な素義を備えていることを示すものと認める.

北村美穂子は､本博士論文において,対訳ﾃｷｽﾄからﾊﾟﾀ-ﾝに基づく機械翻

訳のための種々の手法を提案し,その有効性を示した.提案手法は次のようにまと

めることができる.

1.ﾊﾟﾀ-ﾝに基づく機械翻訳の-つとして,階層化された翻訳知識をもつﾓｼﾞｭ-

ﾙ性の高く,かつ,利用者にとって理解しやすく,翻訳知識の追如が容易な磯

械翻訳ｼｽﾃﾑを提案した.

2.文対応済みの対訳ｺ-ﾊﾟｽにおいて,共起する原言語と目的言語の単語列を

対応付汁ることにより,任意の大きさの翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを自勤的に抽出する手法

を提案した.また,実験により高い精度で翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出できることを示

した.

3.対訳ｺ-ﾊﾟｽ申の文の構文情報を利用して,長さには制限があるが構文的に均

質な翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを獲得する芋法を提案した.また,抽出結果を最小限の人手

によって確認するｽﾃｯﾌﾟを翻訳規則獲得ﾌｪ-ｽﾞに人れることにより,高い

精度とｶﾊﾞﾚｯｼﾞで翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出できることを示した.

4.対訳ｺ-ﾊﾟｽの両言語文を統語解析し,単語係り受け結巣の構造照合を行うこ

とにより,統語構造をもった翻訳規則を抽出方法を提案した,また,提案した

種々の方法を統合的に用いることにより,ﾊﾟﾀ-ﾝに基づく機械翻訳ｼｽﾃﾑ

ための翻訳撹則が柔軟に自動獲得できることを示した.

対訳ｺ-ﾊﾟｽを利用して様々な翻訳ﾊﾟﾀ-ﾝを自動獲得する手法を提案した本研

究は､独創性が高く､しかも実用的であり､自然言語処理の分野において高い貞献

があると評価する｡

よって､本論文は､博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


